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人
員
確
保
に
お
け
る
第
1
次

闘
争
で
は
、
今
年
4
月
時
点
に

お
け
る
欠
員
が
昨
年
に
も
増
し

て
多
く
の
単
組
で
生
じ
て
お

り
、
欠
員
の
早
期
解
消
に
む

け
、
具
体
的
な
採
用
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
人
数
を
示
さ
せ
る
た
め

の
労
使
確
認
を
最
優
先
課
題
と

し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
。
そ
れ
に
加
え
途
中
退
職
者

の
増
加
や
、
長
期
の
病
休
・
休

職
者
、
育
児
休
業
取
得
へ
の
代

替
職
員
の
配
置
が
さ
れ
ず
、
人

員
不
足
が
一
層
深
刻
化
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
欠
員
分

を
上
回
る
採
用
を
行
い
、
今
後

想
定
さ
れ
る
事
態
に
対
し
、
過

配
な
ど
に
よ
り
対
応
す
る
と
こ

ろ
も
み
ら
れ
た
が
、
現
在
に
お

い
て
も
、
実
質
的
な
欠
員
が
解

消
し
き
れ
て
い
な
い
単
組
が
多

く
見
受
け
ら
れ
る
。
第
2
次
闘

争
で
は
、
4
月
時
点
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
そ
れ
以
降
に
生
じ

た
欠
員
に
つ
い
て
も
解
消
を
求

め
、
た
た
か
い
を
強
化
す
る
。

現
業
統
一
に
お
け
る
第
1
次

闘
争
で
は
、
大
規
模
自
然
災
害

に
お
け
る
避
難
所
運
営
や
災
害

廃
棄
物
の
処
理
、
道
路
の
維
持

・
管
理
な
ど
直
営
に
よ
る
現
業

職
場
・
職
員
の
必
要
性
が
顕
在

化
し
、
全
国
的
に
は
現
業
の

�
職
�
の
見
直
し
が
進
み
、
採

用
が
増
え
て
い
る
実
態
を
背
景

に
し
な
が
ら
、
新
規
採
用
の
獲

得
を
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り

組
ん
だ
。
こ
の
間
、
全
国
的
に

委
託
費
の
高
騰
や
受
託
業
者
の

撤
退
な
ど
を
受
け
、
事
業
の

�
再
公
営
化
�
を
判
断
す
る
自

治
体
が
出
て
き
て
い
る
。
ま
た

都
本
部
は
協
力
都
議
会
議
員
と

連
携
し
、
東
京
都
総
務
局
行
政

部
市
町
村
課
へ
の
要
請
行
動
を

実
施
し
、
職
員
の
勤
務
労
働
条

件
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
東

京
都
市
町
村
総
合
交
付
金
の
経

営
努
力
割
に
よ
る
自
治
体
へ
の

減
額
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
課
さ
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

れ
ら
を
背
景
に
し
な
が
ら
、
第

2
次
闘
争
で
は
新
規
採
用
獲
得

の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

く
。

都
本
部
で
は
10
月
18
日
の
統

一
行
動
日
に
む
け
、
10
月
8
日

に
総
決
起
集
会
を
開
催
す
る
。

全
単
組
で
第
2
次
闘
争
勝
利
に

む
け
た
意
思
統
一
を
は
か
り
、

組
合
員
全
員
で
た
た
か
い
抜
く

決
意
を
固
め
て
い
く
。
各
単
組

か
ら
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
た
い
。

第2次闘争
都
本
部
で
は
2
0
1
8
年
以
降
、
春
と
秋
の
2
回
に
わ
た
り
現
業
統
一
闘
争
と
併
せ
、

現
業
・
非
現
業
の
枠
を
超
え
た
人
員
確
保
闘
争
の
取
り
組
み
を
、
通
年
の
課
題
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
。
現
業
・
非
現
業
を
問
わ
ず
、
2
0
2
5
年
度
に
お
け
る
新
規
採
用
の
実

施
を
は
じ
め
、
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
採
用
予
定
者
数
等
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
職
場
で
安
定
的
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
得
る
体
制
の
確
立
に
む
け

て
、
新
規
採
用
に
よ
る
常
勤
職
員
の
配
置
を
最
優
先
に
求
め
、
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤

務
職
員
・
暫
定
再
任
用
職
員
も
含
め
た
2
0
2
5
年
4
月
の
執
行
体
制
に
お
い
て
、
欠
員

を
生
じ
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

▲5．14現業統一闘争総決起集会（第1次）の様子

深
刻
な
欠
員
、

迅
速
な
解
消
を
求
め
る

闘争スケジュール

●要求書の提出ゾーン
9月24日（火）～10月4日（金）

●回答指定日 10月4日（金）
●交渉ゾーン

10月4日（金）～10月17日（木）
●統一行動日 10月18日（金）

都
本
部
第
50
回
中
央
委
員
会

迫
る
賃
金
確
定
闘
争
へ
一
致
団
結

都
本
部
は
9
月
28
日
、
全
電
通
労
働
会
館
に
て
第
50
回
中
央
委
員
会
を
開
催
し
、
中
央

委
員
80
人
（
う
ち
女
性
25
人
）
が
参
加
し
た
。
中
央
委
員
は
対
面
参
加
、
傍
聴
者
は
対
面

と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
参
加
と
し
た
。
当
面
の
闘
争
方
針
（
案
）、
中
間
決
算
報
告
お

よ
び
中
間
監
査
報
告
、
都
本
部
役
員
賃
金
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
案
）、
新
規
加
盟

組
合
等
の
承
認
、
特
別
中
央
執
行
委
員
の
選
出
の
計
5
つ
の
議
案
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
、

活
発
な
質
疑
応
答
を
経
て
、
す
べ
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

本
中
央
委
員
会
は
議
長
に
縄

田
中
央
委
員
（
自
治
労
都
庁

職
）、
達
中
央
委
員
（
東
京
交

通
協
力
会
労
組
）
が
選
出
さ

れ
、
議
事
が
す
す
め
ら
れ
た
。

松
村
委
員
長
は
冒
頭
挨
拶
で
賃

金
確
定
闘
争
、
組
織
拡
大
強

化
、
政
治
を
巡
る
情
勢
、
の
3

点
に
つ
い
て
述
べ
た
。
と
り
わ

け
迫
る
賃
金
確
定
闘
争
に
む
け

て
は
、「
人
事
院
勧
告
は
月
例

給
、
一
時
金
と
も
に
引
き
上
げ

勧
告
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
若

年
層
と
中
高
年
の
改
定
率
に
大

き
な
格
差
が
あ
る
こ
と
や
、
地

域
手
当
の
支
給
に
地
域
間
格
差

が
あ
る
こ
と
は
不
満
が
残
る
。

現
場
で
奮
闘
す
る
組
合
員
の
期

待
に
応
え
る
た
め
に
も
し
っ
か

り
と
賃
金
改
善
を
勝
ち
取
る
決

意
の
も
と
、
す
べ
て
の
単
組
の

確
定
闘
争
へ
の
結
集
と
積
極
的

な
交
渉
を
お
願
い
し
た
い
」
と

し
た
。

都
本
部
は
2
0
2
5
年
3
月

開
催
の
第
74
回
定
期
大
会
ま
で

の
当
面
の
闘
争
方
針
と
し
て
、

統
一
闘
争
へ
の
結
集
と
組
合
員

の
声
を
盛
り
込
ん
だ
独
自
要
求

に
基
づ
く
労
働
条
件
改
善
、
賃

上
げ
の
獲
得
、
定
年
前
再
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
雇
用
年
限
撤
廃
等

の
計
8
項
目
を
重
点
課
題
と
す

る
方
針
案
を
提
起
。
ま
た
、
第

3
号
議
案
の
都
本
部
役
員
賃
金

制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

（
案
）
で
は
独
自
設
定
さ
れ
て

い
る
役
員
賃
金
表
を
都
表
へ
位

置
付
け
、
都
制
度
に
準
じ
て
い

な
い
部
分
を
是
正
す
る
と
と
も

に
役
職
に
応
じ
た
対
応
を
図
る

も
の
と
し
て
提
起
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
中
央
委
員
会

で
は
都
本
部
の
諮
問
機
関
で
あ

る
組
織
財
政
検
討
委
員
会
か
ら

2
0
2
5
年
3
月
に
お
け
る
役

員
改
選
に
む
け
て
、
組
合
員
の

減
少
状
況
や
財
政
状
況
な
ど
か

ら
次
期
体
制
に
つ
い
て
は
現
行

の
都
本
部
専
従
役
員
8
名
か
ら

6
名
体
制
と
す
る
答
申
が
示
さ

れ
た
。

（
質
疑
は
2
面
）

自治労組織内候 補
予定者

大
好
き
だ
っ
た

祖
父
が
生
前
愛
用

し
て
い
た
腕
時
計

を
、
今
、
孫
の
私

が
毎
日
使
っ
て
い

る
。
約
70
年
前
の

古
い
機
械
式
の
自
動
巻
き
腕

時
計
だ
。
時
計
を
つ
け
た
左

手
が
動
く
と
、
ぜ
ん
ま
い
が

巻
き
あ
が
り
針
が
動
き
出

す
。
私
が
腕
を
振
っ
て
歩
い

て
い
る
そ
の
こ
と
が
、
こ
の

時
計
の
動
力
に
な
っ
て
い
る

の
か
と
思
う
と
愛
お
し
く
、

ま
た
、
祖
父
と
一
緒
に
時
を

共
有
し
て
い
る
よ
う
で
感
慨

深
い
。
こ
ん
な
に
古
い
も
の

な
の
に
、
今
も
正
し
く
時
を

刻
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
の

精
巧
さ
を
誇
ら
し
く
思
う
。

当
時
の
製
作
者
た
ち
に
、
時

を
超
え
て
感
謝
を
し
て
い
る

▼
知
ら
な
い
誰
か
の
仕
事

が
、
時
間
や
場
所
を
超
え
て

知
ら
な
い
誰
か
の
た
め
に
な

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
風
な
こ

と
で
社
会
と
歴
史
は
成
り
立

っ
て
い
っ
て
い
る
こ
と
を
、

折
に
触
れ
、
ふ
と
感
じ
る
▼

組
合
活
動
と
は
、
観
念
的
で

は
あ
る
が
、
ひ
と
つ
に
は

「
自
分
の
た
め
だ
け
じ
ゃ
な

い
『
誰
か
』
の
た
め
を
思
っ

て
す
る
行
動
」
で
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
誰
か
の
行
動

の
カ
ケ
ラ
が
、
い
つ
か
知
ら

な
い
誰
か
に
届
く
。
腕
時
計

を
見
て
い
た
ら
そ
ん
な
こ
と

が
頭
に
浮
か
ん
だ
。（

高
山
）

東奔西走

岸 まきこ

自治労東京都本部は、第49回中央委員会
において第27回参議院議員選挙全国比例
区における自治労組織内候補予定者に
「岸まきこ」（現参議院議員）の推薦を決
定しました。

自治労東京都本部は、第49回中央委員会
において第27回参議院議員選挙全国比例
区における自治労組織内候補予定者に
「岸まきこ」（現参議院議員）の推薦を決
定しました。

人事院

視覚障害その他の理由で活字のままで利用できない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の制作をすることを認めます。その際には自治労東京都本部までご連絡ください。

第1364号（１）2024年10月1日 （毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）
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コラム

社
会
と
公
務
の
変
化
に
応
じ
た
給
与

制
度
の
整
備
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

自治労東京組合員・退職者会会員であること。 
応 募 資 格

質
疑
で
は
第
1
号
議
案
に
関

連
し
て
「
被
用
者
保
険
の
適
用

拡
大
に
伴
う
影
響
へ
の
対

応
」、「
再
任
用
職
員
の
賃
金
水

準
の
改
善
」、「
社
会
福
祉
評
議

会
幹
事
の
選
出
」、「
地
域
手
当

と
賃
金
水
準
の
引
き
上
げ
の
取

り
組
み
の
考
え
方
」、「
会
計
年

度
任
用
職
員
の
雇
用
年
限
撤
廃

の
取
り
組
み
強
化
」「
都
本
部
役

員
の
ユ
ー
ス
層
の
登
用
」
に
つ

い
て
、
第
3
号
議
案
に
関
連
し

て
、「
都
本
部
役
員
体
制
の
考

え
方
」、「
賃
金
見
直
し
に
伴
う

人
件
費
へ
の
影
響
」
等
、
6
単

組
6
名
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

都
本
部
答
弁
で
は
、「
被
用

者
保
険
の
適
用
拡
大
に
つ
い
て

は
、
国
保
被
保
険
者
の
減
少
に

伴
う
影
響
な
ど
各
単
組
の
意
見

を
集
約
し
な
が
ら
本
部
・
連
合

東
京
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
。

再
任
用
職
員
の
賃
金
水
準
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
本
部
へ
の

強
い
要
請
に
取
り
組
む
、
あ
わ

せ
て
市
町
職
に
あ
っ
て
は
賃
金

労
働
条
件
に
関
す
る
東
京
都
総

合
交
付
金
経
営
努
力
割
に
よ
る

減
額
制
裁
は
な
い
こ
と
を
明
確

に
さ
せ
た
た
め
、
単
組
で
の
交

渉
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。
評
議

会
へ
の
幹
事
選
出
は
、
改
め
て

各
単
組
に
お
願
い
し
た
い
。
地

域
手
当
に
つ
い
て
は
、
現
在
16

％
に
達
し
て
い
な
い
単
組
は
16

％
を
求
め
つ
つ
、
最
終
的
に
は

20
％
を
め
ざ
し
、
東
京
の
事
情

に
見
合
っ
た
水
準
の
改
善
に
む

け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。
会

計
年
度
任
用
職
員
の
雇
用
年
限

は
引
き
続
き
取
り
組
み
を
強
化

す
る
。
都
本
部
役
員
の
ユ
ー
ス

層
の
登
用
に
関
し
て
は
、
各
単

組
か
ら
ユ
ー
ス
層
の
掘
り
出
し

を
お
願
い
し
た
い
」
と
し
た
。

第
3
号
議
案
に
つ
い
て
は
、

「
今
回
の
組
織
財
政
検
討
委
員

会
の
答
申
を
踏
ま
え
、
都
本
部

内
で
議
論
し
改
め
て
取
り
扱
い

を
提
起
す
る
。
人
件
費
は
次
期

役
員
の
人
数
や
年
齢
構
成
が
大

き
く
影
響
す
る
が
現
行
体
制
で

見
直
し
た
場
合
は
約
2
8
0
万

円
の
増
額
と
な
り
、
仮
に
組
織

財
政
検
討
委
員
会
の
答
申
に
よ

る
6
人
と
し
た
場
合
は
約
2
0

0
0
万
円
の
減
額
が
見
込
ま
れ

る
。
な
お
、
書
記
の
賃
金
制
度

は
都
に
準
じ
て
お
り
今
後
、
役

員
へ
の
登
用
等
を
踏
ま
え
た
検

討
が
必
要
」
と
答
弁
が
な
さ

れ
、
全
て
の
議
案
が
圧
倒
的
多

数
で
承
認
さ
れ
た
。

第
50
回
中
央
委
員
会

質
疑

▲当面の闘争方針を提起する江森副中央執行委員長

命
を
つ
な
ぐ
地
球
環
境
を
9
・
16
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
強
く
ア
ピ
ー
ル

9
月
16
日
、
代
々
木
公
園
に

て
「
命
を
つ
な
ぐ
地
球
環
境
を

9
・
16
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
5
、

0
0
0
人
が
参
加
し
た
。

さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会

は
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ

ん
ら
が
呼
び
か
け
人
と
な
り
、

全
国
的
に
脱
原
発
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

集
会
で
は
は
じ
め
に
、
評
論

家
の
佐
高
信
さ
ん
が
登
壇
し

「
東
日
本
大
震
災
当
日
、
東
京

電
力
の
社
員
と
そ
の
家
族
に
は

避
難
指
示
が
出
た
。
自
分
達
だ

け
が
安
全
な
場
所
に
逃
げ
た
事

は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
。
先
に

危
険
を
知
っ
た
者
だ
け
が
逃
げ

出
し
た
こ
の
事
実
は
、
特
権
を

持
つ
も
の
が
人
権
を
踏
み
に
じ

っ
て
い
る
今
の
日
本
を
表
し
た

出
来
事
で
あ
る
。
政
府
は
危
険

な
原
発
を
推
進
し
続
け
て
お
り

到
底
容
認
す
る
事
は
出
来
な

い
。
皆
で
反
対
の
声
を
大
き
く

上
げ
て
い
こ
う
」
と
主
催
者
挨

拶
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、「
こ

れ
以
上
海
を
汚
す
な
！
市
民
会

議
」
の
織
田
千
代
さ
ん
ら
か
ら

フ
ク
シ
マ
課
題
の
訴
え
等
が
あ

り
、
集
会
の
最
後
に
鎌
田
さ
ん

よ
り
「
政
府
は
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
ど
こ
ろ
か

妨
害
し
て
お
り
、
世
界
史
に
逆

行
す
る
よ
う
な
政
策
を
進
め
て

い
る
。
原
発
は
人
々
を
犠
牲
に

し
て
利
益
を
得
る
装
置
で
あ

り
、
私
た
ち
は
抗
議
の
声
を
上

げ
、
さ
よ
う
な
ら
原
発
を
実
現

す
べ
き
だ
」
と
の
閉
会
挨
拶
が

あ
っ
た
。

集
会
終
了
後
、
渋
谷
方
面
と

原
宿
方
面
の
二
手
の
デ
モ
隊
に

分
か
れ
、
都
本
部
は
原
宿
方
面

の
デ
モ
コ
ー
ス
を
歩
き
「
原
発

推
進
政
策
反
対
」、「
海
洋
放
出

絶
対
反
対
」、「
フ
ク
シ
マ
を
忘

れ
な
い
」
と
声
を
上
げ
な
が
ら

脱
原
発
・
原
発
回
帰
反
対
を
力

強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

多
く
の
市
民
が
反
対
す
る

中
、
政
府
は
原
発
再
稼
働
を
強

行
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
原
発

の
建
て
替
え
や
新
増
設
に
取
り

組
む
べ
き
だ
と
明
言
し
て
い

る
。
都
本
部
は
、
引
き
続
き
原

発
回
帰
政
策
に
反
対
し
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
を
求
め
活

動
し
て
い
く
。

▲都本部は原宿コースを歩きシュプレヒコール

人
事
院
は
、
多
様
で
有
為
な

人
材
の
確
保
な
ど
の
人
事
管
理

上
の
重
点
課
題
に
対
応
し
、
時

代
の
要
請
に
即
し
た
給
与
制
度

に
転
換
す
る
た
め
、
対
応
す
べ

き
課
題
と
し
て
「
人
材
確
保
へ

の
対
応
」「
組
織
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
向
上
」「
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
へ
の
対
応
」
を
挙
げ
、
本

年
の
人
事
院
勧
告
で
「
社
会
と

公
務
の
変
化
に
応
じ
た
給
与
制

度
の
整
備
（
給
与
制
度
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
）」
の
措
置
内
容
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回

は
「
社
会
と
公
務
の
変
化
に
応

じ
た
給
与
制
度
の
整
備
」
の
注

目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
、
今
後
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。

措
置
内
容
で
は
①
若
年
層
給
与

水
準
の
競
争
力
向
上
、
②
職
務

・
職
責
重
視
の
処
遇
、
③
能
力

・
実
績
の
適
切
な
反
映
、
④
地

域
の
民
間
給
与
水
準
の
反
映
、

⑤
採
用
・
異
動
を
め
ぐ
る
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
、
⑥
環
境
変
化
へ

の
対
応
の
6
点
を
掲
げ
ま
し

た
。ポ

イ
ン
ト
と
し
て
、
ま
ず

「
①
若
年
層
給
与
水
準
の
競
争

力
向
上
」
で
は
、
新
卒
初
任
給

及
び
そ
の
周
辺
の
俸
給
月
額
を

大
幅
に
引
き
上
げ
、
そ
の
他
の

職
員
に
つ
い
て
も
改
定
率
を
逓

減
さ
せ
な
が
ら
俸
給
表
全
体
を

引
き
上
げ
ま
し
た
。
次
に
「
④

地
域
の
民
間
給
与
水
準
の
反

映
」
の
観
点
か
ら
、
地
域
手
当

の
支
給
割
合
が
現
在
の
7
区
分

（
20
％
〜
3
％
）
か
ら
5
区
分

（
20
％
〜
4
％
）
に
再
編
成
さ

れ
、
支
給
地
区
分
は
現
行
の
市

町
村
単
位
か
ら
都
道
府
県
単
位

に
広
域
化
さ
れ
、
東
京
都
は
16

％
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

東
京
都
特
別
区
に
つ
い
て
は
全

国
展
開
す
る
企
業
の
本
社
が
多

く
所
在
し
、
こ
れ
に
伴
い
民
間

賃
金
水
準
が
他
の
地
域
と
比
べ

て
高
い
こ
と
か
ら
個
別
に
設
定

さ
れ
、
20
％
で
維
持
さ
れ
ま

す
。
地
域
手
当
の
見
直
し
は
段

階
的
実
施
と
さ
れ
て
お
り
、
引

き
下
げ
は
2
0
2
5
年
度
か
ら

1
年
1
％
、
引
上
げ
は
、
改
正

に
要
す
る
原
資
の
状
況
等
を
踏

ま
え
て
、
段
階
的
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

な
お
、
今
回
措
置
が
見
送
ら

れ
た
「
60
歳
前
後
の
給
与
カ
ー

ブ
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
は
、

人
事
管
理
に
係
る
他
の
制
度
と

一
体
で
引
き
続
き
分
析
・
研
究

・
検
討
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
検
討
状
況
を
注
視
し
、

自
治
労
・
公
務
員
連
絡
会
に
結

集
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
自
ら
の
賃
金
・
労
働
条
件

は
、
労
使
交
渉
に
よ
っ
て
決

定
す
る

こ
れ
ま
で
、
国
は
地
域
手
当

の
支
給
率
に
つ
い
て
、
国
基
準

を
上
回
る
地
方
自
治
体
に
は
、

特
別
交
付
税
を
減
額
す
る
ペ
ナ

ル
テ
ィ
を
課
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
域
の
実
情
は
様
々

で
す
。
こ
う
し
た
地
方
の
自
主

性
を
阻
害
す
る
措
置
に
対
し

て
、
自
治
労
は
総
務
大
臣
に
対

す
る
署
名
行
動
を
行
い
、
56
万

1
、4
0
3
筆
の
署
名
を
も
っ

て
要
請
・
交
渉
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
9
月
10
日

に
は
松
本
総
務
大
臣
が
記
者
会

見
で
地
域
手
当
に
係
る
特
別
交

付
税
減
額
措
置
の
廃
止
を
表
明

し
ま
し
た
。

自
治
労
運
動
の
基
本
で
あ
る

「
自
ら
の
賃
金
・
労
働
条
件

は
、
労
使
交
渉
に
よ
っ
て
決
定

す
る
」
の
原
則
を
徹
底
し
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
秋
の
賃
金
確
定

闘
争
に
む
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

地
方
公
務
員
法
に
は
、
給
与
に
関
す
る
基
準
と
し
て
、
職

務
給
の
原
則
、
均
衡
の
原
則
及
び
給
与
条
例
主
義
の
原
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
均
衡
の
原
則
」
で
は
「
生
計
費
並

び
に
国
及
び
他
の
地
方
公
共
団
体
の
職
員
並
び
に
民
間
事
業

の
従
事
者
の
給
与
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
定
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
、
こ
の
こ
と
か
ら
国
家
公
務
員

の
給
与
制
度
は
私
た
ち
地
方
公
務
員
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

都
本
部
臨
時
・
非
常
勤
協
議

会
は
9
月
7
日
、
第
21
回
総
会

を
三
労
会
館
で
開
催
し
た
。

冒
頭
、
橋
爪
議
長
（
八
王
子

市
臨
時
・
非
常
勤
職
組
）
は

「
署
名
活
動
や
要
請
行
動
、
組

織
内
議
員
の
力
も
あ
り
、
勤
勉

手
当
支
給
に
至
っ
た
。
引
き
続

き
、
処
遇
改
善
・
雇
用
安
定
・

仲
間
づ
く
り
と
声
を
上
げ
続
け

て
い
こ
う
。
本
総
会
で
議
長
を

退
任
す
る
。
皆
さ
ま
に
多
大
な

る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
」

と
主
催
者
挨
拶
を
述
べ
、
活
動

方
針
案
や
役
員
体
制
案
な
ど
全

て
の
議
事
が
賛
成
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

本
総
会
で
新
た
に
議
長
に
就

任
し
た
佐
々
木
議
長
（
調
布
市

・
福
祉
教
育
ユ
ニ
オ
ン
）
よ
り

「
単
組
活
動
、
協
議
会
へ
の
参

加
と
負
担
は
大
き
い
と
思
う
。

し
か
し
、
知
識
を
得
ら
れ
、
学

び
、
勇
気
・
元
気
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
の
が
協
議
会
。
皆

さ
ん
の
助
け
を
得
な
が
ら
一
緒

に
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
の

挨
拶
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
総

会
は
閉
会
し
た
。

総
会
終
了
後
、『
自
治
労
運

動
と
は
〜
自
治
労
の
活
動
、
労

働
組
合
の
役
割
〜
』
と
題
し
、

労
働
運
動
で
重
要
な
情
報
力
・

社
会
的
発
言
力
・
交
渉
力
や
組

織
的
な
役
割
と
つ
な
が
り
な

ど
、
自
治
労
本
部
の
石
井
総
合

組
織
局
長
か
ら
講
演
を
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
全
参
加
単
組
か

ら
、
現
状
や
抱
え
て
い
る
課
題

の
報
告
を
受
け
た
。「
自
分
た

ち
の
声
を
、
自
分
た
ち
の
言
葉

で
」
発
信
す
る
こ
と
が
重
要
か

つ
効
果
的
で
あ
り
、
一
人
で
も

多
く
の
仲
間
を
つ
く
り
、
小
さ

な
声
を
大
き
な
声
と
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
全
体
で
感
じ

ら
れ
る
総
会
と
な
っ
た
。

臨
時
・
非
常
勤
協
議
会
第
21
回
総
会

仲
間
を
つ
く
り
、小
さ
な
声
を
大
き
な
声
に

都
本
部
現
業
評
議
会
は
、
9

月
14
〜
15
日
の
2
日
間
に
か
け

て
「
2
0
2
4
都
本
部
現
業
セ

ミ
ナ
ー
」
を
東
京
た
ま
未
来
メ

ッ
セ
に
て
開
催
し
た
。

1
日
目
は
「
新
規
採
用
に
む

け
て
、
い
ま
何
が
で
き
る
か
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
自
治
労
本
部

の
吉
村
現
業
局
長
に
よ
る
講
演

「
全
国
的
な
新
規
採
用
の
状
況

に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
た
。

2
日
目
に
は
、
単
組
報
告
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
以
下
、
Ｇ

Ｗ
）
を
実
施
。
単
組
報
告
で
は

練
馬
区
職
労
の
阿
部
副
委
員
長

が
登
壇
し
「
小
学
校
の
委
員
会

活
動（
毎
月
）を
清
掃
と
用
務
職

員
が
牽
引
」
に
つ
い
て
報
告
。

学
校
用
務
職
員
と
清
掃
職
員
が

連
携
し
て
「
ふ
れ
あ
い
環
境
学

習
」
を
「
委
員
会
活
動
」
に
つ

な
げ
て
い
る
と
い
う
取
り
組
み

の
報
告
を
受
け
た
。
Ｇ
Ｗ
で
は

「
職
種
間
連
携
を
め
ざ
し
、
多

職
種
の
業
務
を
知
る
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
相
手
の
職
種
に
は
、

住
民
の
立
場
」
で
気
に
な
る
こ

と
を
質
問
。
自
分
の
職
種
に
つ

い
て
は
、
職
員
と
し
て
質
問
に

回
答
す
る
。
直
営
を
基
本
と
し

た
現
業
職
員
が
横
の
つ
な
が
り

か
ら
得
た
情
報
や
知
識
を
活
用

し
、
既
存
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ

な
い
付
加
価
値
の
あ
る
新
た
な

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
可
能
性
を
予

算
や
縦
割
り
行
政
、
実
現
性
で

縛
る
こ
と
な
く
、
自
由
に
多
く

の
思
い
や
気
づ
き
や
意
見
を
出

し
合
い
盛
会
と
な
っ
た
。

2
0
2
4
都
本
部
現
業
セ
ミ
ナ
ー

職
種
を
超
え
た
連
携
、単
組
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ

▲2日目のグループディスカッション
の様子。活発な意見交換が行われた。

9
月
11
日
、
都
本
部
は
安
全

衛
生
活
動
の
再
点
検
、
快
適
な

職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
労
働
安
全
衛
生
学
習
会
を

対
面
（
Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
）
と
ウ
ェ

ブ
の
併
用
形
式
で
開
催
し
た
。

講
演
で
は
、
自
治
労
本
部
の

上
野
法
対
労
安
局
長
を
お
招
き

し
、「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
現
状
と
課
題
解
決
に
む

け
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た

だ
い
た
。
上
野
法
対
労
安
局
長

は
自
治
労
が
2
0
2
0
年
に
実

施
し
た
悪
質
ク
レ
ー
ム
実
態
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
触
れ
、

「
4
分
の
3
の
職
場
で
カ
ス
ハ

ラ
が
発
生
し
て
お
り
、
刑
法
違

反
の
行
為
も
含
ま
れ
る
。
カ
ス

ハ
ラ
に
よ
っ
て
『
出
勤
が
鬱
に

な
る
』『
仕
事
に
集
中
で
き
な

く
な
っ
た
』
な
ど
7
割
超
の
職

員
に
何
ら
か
の
影
響
が
出
て
お

り
、
職
業
生
活
の
あ
り
方
を
見

直
さ
ざ
る
を
得
な
い
人
も
い

る
」
と
話
し
た
。
ま
た
、
カ
ス

ハ
ラ
対
策
の
具
体
事
例
に
つ
い

て
「
秋
田
県
で
は
ク
マ
駆
除
の

報
道
で
抗
議
電
話
が
殺
到
し
た

こ
と
で
県
庁
業
務
に
支
障
を
き

た
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
労
使

交
渉
で
対
応
策
を
要
求
し
た
。

知
事
は
議
会
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
見
直
し
と
通
話
録
音
装
置
を

活
用
す
る
旨
回
答
し
た
」
と
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

次
に
、
八
王
子
市
職
の
武
藤

書
記
長
か
ら
、
職
場
に
お
け
る

迷
惑
行
為
、
悪
質
ク
レ
ー
ム
に

関
す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、「
迷
惑
行
為
等
を

受
け
た
と
回
答
し
た
方
は
2
4

0
名
。
カ
ス
ハ
ラ
は
組
織
で
の

対
応
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
結

果
を
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
役
立
て
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

都
本
部

労
働
安
全
衛
生
学
習
会

カ
ス
ハ
ラ
は
組
織
的
な
対
応
が
必
要

▲講師の自治労本部
上野法対労安局長

民
間
協
2
0
2
4
組
合
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

公
共
民
間
職
場
で
も
喫
緊
の
課
題
「
カ
ス
ハ
ラ
」

都
本
部
民
間
協
は
、
各
単
組

運
動
の
活
性
化
や
交
渉
力
の
向

上
、
ま
た
単
組
間
の
交
流
や
親

睦
を
深
め
る
た
め
、組
織
強
化
・

拡
大
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、
多
く
の
単
組
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
9
月
20
日
に

中
野
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
カ
ス
タ
マ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に
開

催
し
、
13
単
組
か
ら
30
名
が
参

加
し
た
。

講
師
に
は
自
治
労
本
部
よ

り
、
上
野
法
対
労
安
局
長
を
招

い
た
。
自
治
体
に
お
け
る
カ
ス

ハ
ラ
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
話

が
あ
り
、
自
治
労
が
2
0
2
0

年
10
月
に
実
施
し
た
カ
ス
ハ
ラ

・
悪
質
ク
レ
ー
ム
の
実
態
調
査

で
、
カ
ス
ハ
ラ
に
よ
っ
て
ほ
と

ん
ど
の
職
員
が
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
て
お
り
、「
出
勤
が
憂
う
つ
に

な
っ
た
」、「
仕
事
に
集
中
で
き

な
く
な
っ
た
」
な
ど
、
7
割
を

超
え
る
職
員
に
影
響
が
出
て
い

る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

現
在
、
法
律
に
よ
っ
て
防
止

・
対
応
の
措
置
が
事
業
主
（
地

方
公
共
団
体
）
に
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
の
は
セ
ク
ハ
ラ
、
マ

タ
ハ
ラ
、
ケ
ア
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ

ラ
の
4
つ
で
カ
ス
ハ
ラ
に
は
措

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な

い
。
自
治
労
で
は
カ
ス
ハ
ラ
の

定
義
を
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
等
（
労
使
以
外
の
第
三

者
）
に
よ
る
必
要
か
つ
相
当
な

範
囲
を
超
え
る
言
動
に
よ
っ

て
、
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害

さ
れ
る
こ
と
」
と
し
て
、
4
つ

の
類
型
と
20
の
例
を
示
し
て
お

り
、
2
0
2
4
春
闘
で
は
「
働

き
や
す
い
職
場
を
め
ざ
し
、
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実

態
把
握
と
防
止
対
策
を
は
か
る

こ
と
」
を
重
点
課
題
と
し
て
方

針
化
し
て
い
る
。

東
京
都
で
は
防
止
条
例
の
制

定
に
む
け
て
検
討
し
て
お
り
、

9
月
に
条
例
案
を
提
出
、
来
年

4
月
に
施
行
と
の
報
道
も
あ

る
。
直
接
顧
客
と
接
す
る
こ
と

が
多
い
公
共
民
間
の
職
場
で

は
、
カ
ス
ハ
ラ
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
都
の
具
体
的
な
対
応

を
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

上
野
局
長
は
最
後
に
、
組
合

員
が
労
働
組
合
に
期
待
す
る
課

題
と
し
て
「
労
働
組
合
に
よ
る

実
態
把
握
へ
の
期
待
」、「
相
談

窓
口
と
し
て
の
労
働
組
合
」、

「
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
」
な

ど
が
あ
る
。
組
合
員
の
不
安
や

悩
み
の
声
を
要
求
に
つ
な
げ
、

交
渉
を
行
い
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を
し
よ

う
と
述
べ
、
閉
会
し
た
。

機関紙パズル ほっと一息
タテのカギ
1．一膳、二膳と数える、食事に使う2本の棒。
2．ニッキが香る、京都名物の菓子。
3．新聞などに挟んである、折り込み広告。
4．動物のお医者さんのこと。
8．コリコリ食感が楽しめる、焼きとりのメニュー。
9．人の往来を感知し開閉する、○○○ドア。
10．いい香りで癒される、○○○オイル。

ヨコのカギ
1．「生麦、生米、生卵」などの○○○○言葉。
5．クオリティーのこと。量よりこちらを重視。
6．中華料理に合う、ピリ辛な赤い油。
7．相手の○○○に耳を傾ける。
9．「ドーンとまかせてよ」と○○○満々な表情。
10．ＨとＪの間のアルファベット文字。
11．ガスや電気などを用いるキッチンの炉。
12．自動車などの運転で、ウィンカーを出し右へカクン。
13．アイブローペンでシャシャッと描く。

二重の枠に入る文字を並び替えて下さい。
ヒント：古代ケルト人の祭りが起源

▲セミナーの様子。参加者は熱心に講義に聞き入った。

●締切 2024年10月28日（月）
左記QRコードをスマートフォンなどで読み取り、必要事項を
記入、ご応募ください。ご応募頂いた方の中から、抽選で10名
様にギフトカード3000円分をプレゼントいたします。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。
●9月1日号 漢字パズルの答え「前人未踏（ゼンジンミトウ）」

昨
年
の
最
優
秀
賞
「
人
生
」
／
立
川
市
職
員
労
働
組
合

渡
辺
美
穂
さ
ん

部 門・応 募
①部門 �テーマ「喜び」�テーマ「ネイチャー」
�どちらの部門も、カメラ・スマート
フォンでの撮影媒体は問いません。
�各部門 1人3点まで。

②応募（記載事項）などに関する詳細に
ついては、右記のQRコード「自治労
東京HP」でご確認ください。
�自治労東京へ郵送とデータで応募を受け付けします。
�作品の返却はしませんのでご了承ください。

表 彰
�入賞作品は「自治労東京2025新年号」と「自治労東京HP」
に掲載し、以下の商品券をプレゼントします。
○最優秀賞 1点 ………………………5万円の商品券
○優 秀 賞 各部門1点（計2点）………2万円の商品券
○佳 作 3点 ………………………5千円の商品券
○特 別 賞 1点 ………………………5千円の商品券

送付先 応募締切 12月4日（水）必着
自治労東京都本部 企画総務局宛 TEL：03－3556－3755
〒102－0072東京都千代田区飯田橋3‐9‐3 SKプラザ4階
Ｅメール：kikakusoumu@jichiro-tokyo.jp

第1364号（２）（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）２０２４年１０月１日第1364号（毎月1日発行）自 治 労 東 京（昭和42年9月19日第三種郵便物認可）（３）２０２４年１０月１日



衛医評

私
た
ち
が
働
き
や
す
い
職
場
つ
く
り
を

「
岸
ま
き
こ
」
と
も
に
④

連 載

Ⓒ2023 佐喜眞美術館
ルミエール・プラス

Ⓒ2023YAGI Film Inc.

児
童
誘
拐
、
人
身
売
買
、
性

的
虐
待
と
い
っ
た
国
際
的
犯
罪

の
数
々
。
そ
の
規
模
は
年
間
約

1
、5
0
0
億
ド
ル
と
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
犠
牲
と
な

っ
た
少
年
少
女
を
救
い
出
す
た

め
に
過
酷
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑

ん
だ
実
在
の
人
物
、
テ
ィ
ム
・

バ
ラ
ー
ド
の
闘
い
を
基
に
製
作

さ
れ
た
衝
撃
の
作
品
。

性
犯
罪
組
織
に
誘
拐
さ
れ
た

少
年
少
女
を
追
跡
捜
査
し
て
い

た
ア
メ
リ
カ
安
全
保
障
省
の
捜

査
官
テ
ィ
ム
は
、
上
司
か
ら
特

別
な
捜
査
許
可
を
得
、
事
件
の

温
床
と
な
っ
て
い
る
南
米
コ
ロ

ン
ビ
ア
に
単
身
潜
入
。
ワ
ケ
ア

リ
の
前
科
者
、
資
金
提
供
を
申

し
出
た
資
産
家
、
さ
ら
に
地
元

警
察
と
手
を
組
み
大
規
模
な
お

と
り
作
戦
を
計
画
。

犯
罪
者
に
連
れ
去
ら
れ
た
少

女
、
姉
の
救
出
を
求
め
る
弟
の

無
垢
な
瞳
と
家
族
の
願
い
を
聞

き
、「
子
ど
も
は
売
り
物
じ
ゃ

な
い
」
と
死
を
覚
悟
で
闇
の
組

織
に
近
付
い
て
い
く
。
医
師
団

を
名
乗
り
、
危
険
区
域
に
潜

入
。
マ
フ
ィ
ア
の
巣
窟
へ
と
乗

り
込
ん
で
ゆ
く
。

一
人
の
人
間
と
し
て
尊
い
命

を
救
う
た
め
、
テ
ィ
ム
が
自
ら

の
命
を
か
け
壮
絶
な
闘
い
に
挑

ん
で
い
く
さ
ま
が
、
緊
張
感
た

っ
ぷ
り
に
映
し
出
さ
れ
る
。
子

ど
も
を
売
買
す
る
犯
罪
組
織
vs

連
邦
捜
査
官
の
手
に
汗
握
る
壮

絶
な
闘
い
が
描
か
れ
る
。

『
モ
ン
テ
・
ク
リ
ス
ト
伯
』

や
『
パ
ッ
シ
ョ
ン
』
で
知
ら
れ

る
ジ
ム
・
カ
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
が
テ

ィ
ム
・
バ
ラ
ー
ド
を
演
じ
、
テ

ィ
ム
の
職
務
に
同
行
し
て
役
作

り
に
励
み
、
肉
体
的
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
も
重
ね
て
完
璧
な
格
闘
ア

ク
シ
ョ
ン
を
披
露
。

監
督
と
共
同
脚
本
を
務
め
る

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
モ
ン
テ
ベ
ル

デ
が
児
童
人
身
売
買
の
底
知
れ

ぬ
非
道
さ
に
真
正
面
か
ら
斬
り

込
み
、
心
に
突
き
刺
さ
る
ハ
イ

グ
レ
ー
ド
な
映
画
と
し
て
完
成

さ
せ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
の
公
開
時
に
は

賛
否
両
論
が
巻
き
起
こ
る
中
、

異
例
の
大
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
、

「
23
年
全
米
映
画
興
収
ト
ッ
プ

10
」
に
堂
々
の
ラ
ン
ク
イ
ン
。

「
プ
レ
イ
」

ウ
ー
ー
ー
ー

と
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
く
中
、

「
ス
ト
ー
ラ
イ
ク

ワ
ン
」
球

場
で
響
く
自
分
の
声
に
、「
今

日
も
い
い
声
出
て
る
」
と
自
画

自
賛
。

そ
う
、
私
は
趣
味
で
野
球
の

審
判
を
し
て
い
る
。
子
ど
も
の

頃
か
ら
野
球
人
。
20
代
前
半
ま

で
は
高
校
野
球
、
息
子
が
生
ま

れ
て
か
ら
は
学
童
野
球
、
中
学

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
連
盟
、
高
校
野

球
、
大
学
野
球
の
審
判
も
し

た
。
原
則
と
し
て
、
審
判
が
一

度
下
し
た
ジ
ャ
ッ
ジ
が
覆
る
こ

と
は
な
い
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
真

剣
な
ら
、
審
判
も
同
じ
く
責
任

感
と
緊
張
感
が
あ
り
知
識
の
確

認
と
更
新
で
な
か
な
か
に
忙
し

い
。
あ
る
意
味
、
野
球
を
一
番

楽
し
ん
で
い
る
の
は
審
判
な
の

か
も
し
れ
な
い
。
同
世
代
で
も

同
僚
で
も
な
い
人
た
ち
と
の
交

流
も
お
も
し
ろ
い
。

審
判
の
醍
醐
味
は
う
ま
く
試

合
が
流
れ
る
こ
と
に
つ
き
る

が
、
学
童
で
は
少
し
勝
手
が
違

う
。
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
い
と

思
え
る
試
合
環
境
づ
く
り
を
心

掛
け
て
い
る
。
ス
ト
ラ
イ
ク
・

ボ
ー
ル
・
ア
ウ
ト
・
セ
ー
フ
の

判
定
は
も
ち
ろ
ん
、
正
し
い
ル

ー
ル
を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
・

競
技
者
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を
習

得
す
る
こ
と
で
今
後
の
野
球
の

楽
し
み
方
が
さ
ら
に
広
が
る
と

思
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
か

ら
も
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
優
し

い
お
じ
い
さ
ん
審
判
と
評
判

だ
。（
た
ぶ
ん
）

若
手
職
員
の
未
加
入
と
脱
退

に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
渋
谷
区

職
労
で
も
、
若
手
に
根
気
よ
く

組
合
の
意
義
を
説
明
し
、
何
の

メ
リ
ッ
ト
も
な
い
な
ん
て
言
葉

に
も
怒
ら
ず
に
う
ま
く
進
行
で

き
た
ら
…
。
い
や
待
て
よ
、
審

判
で
の
経
験
を
も
っ
と
活
か
せ

る
の
か
も
？
気
持
ち
よ
く
活
動

で
き
る
組
合
を
め
ざ
し
て
ま
た

ち
ょ
っ
と
だ
け
頑
張
っ
て
み

る
。

き

ざ
わ

な
お
ゆ
き

渋
谷
区
職
員
労
働
組
合

執
行
委
員
長

鬼
沢

直
之

『
野
球
審
判
』

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌
『
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
フ
リ
ー
ダ
ム
』

児
童
人
身
売
買
の
闇
に
挑
む
捜
査
官
。

実
体
験
を
基
に
し
た
衝
撃
の
社
会
派
サ
ス
ペ
ン
ス

�出身県：東京都
�組合歴：
�2016年～副委員長
�2017年～委員長（現7期目） �9月27日（金）より、TOHOシネマズ

シャンテ他にて全国公開
Ⓒ2023SOUND OF FREEDOM MOVIE
LLC ALL RIGHTS RESERVED

①
衛
生
医
療
評
議
会
と
構
成
す

る
仲
間
の
皆
さ
ん
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

都
本
部
に
加
盟
し
て
い
る
特

別
区
・
市
町
村
の
労
働
組
合
の

医
療
（
病
院
）
職
場
と
保
健
所

お
よ
び
保
健
業
務
を
行
う
職
場

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る

幹
事
会
は
三
多
摩
地
区
の
病

院
、
日
野
市
立
病
院
・
町
田
市

民
病
院
・
市
立
青
梅
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
と
八
王
子
市
と
町
田

市
の
保
健
所
か
ら
の
代
表
者
で

運
営
し
て
い
ま
す
。

②
現
在
、
評
議
会
の
組
合
員
が

直
面
し
て
い
る
職
務
上
の
課
題

や
問
題
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

特
に
政
策
や
制
度
上
の
解
決
す

べ
き
点
は
あ
り
ま
す
か
。

医
師
の
働
き
方
改
革
に
お
け

る
医
師
業
務
の
一
部
肩
代
わ
り

（
タ
ス
ク
シ
フ
ト
）
や
各
種
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
な
ど
様
々
な

課
題
が
あ
り
ま
す
。
雇
用
と
年

金
へ
の
接
続
に
つ
い
て
、
病
院

の
み
な
ら
ず
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必

要
と
な
る
職
場
に
お
い
て
、
年

齢
を
重
ね
る
こ
と
で
体
力
的
に

厳
し
く
な
る
方
も
少
な
か
ら
ず

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の
考
え

方
か
ら
保
健
所
・
医
療
職
場
で

資
格
を
有
し
、
知
識
・
経
験
を

生
か
す
職
場
に
お
い
て
賃
金
水

準
が
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
問
題
で
す
。
さ
ら
に
再
任

用
職
員
と
会
計
年
度
職
員
間
で

会
計
年
度
職
員
の
報
酬
が
再
任

用
職
員
の
給
与
を
上
回
る
事
態

も
生
じ
て
い
ま
す
。

③
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
、

評
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

よ
り
良
い
賃
金
・
労
働
条
件

を
勝
ち
取
る
た
め
、
各
職
場
の

交
渉
状
況
の
報
告
や
労
働
安
全

衛
生
委
員
会
の
取
り
組
み
報
告

な
ど
状
況
の
共
有
化
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
自
治
労
本
部
衛
生

医
療
評
議
会
が
主
催
す
る
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
、
日
本
全
国
の

問
題
を
も
と
に
自
分
た
ち
の
職

場
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
確
認

し
て
い
ま
す
。
直
近
で
は
、
2

0
2
4
年
診
療
報
酬
改
定
に
よ

る
医
療
機
関
で
働
く
職
員
へ
の

賃
上
げ
措
置
に
つ
い
て
各
医
療

施
設
の
状
況
把
握
を
行
う
予
定

で
す
。
自
治
労
本
部
の
方
針
を

も
と
に
各
職
場
の
日
々
の
問
題

解
決
に
む
け
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

④
最
後
に
、
岸
ま
き
こ
議
員
へ

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
、
組
合

員
の
皆
さ
ん
へ
一
言
お
願
い
し

ま
す
。

岸
ま
き
こ
議
員
は
、
地
方
公

務
員
出
身
の
自
治
労
組
織
内
議

員
で
す
。
私
た
ち
の
思
い
を
国

会
に
届
け
る
た
め
に
は
次
期
参

議
院
選
挙
で
勝
利
す
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

力
で
岸
ま
き
こ
議
員
を
国
政
に

送
り
出
し
ま
し
ょ
う
。
衛
生
医

療
職
場
は
も
と
よ
り
、
自
治
体

職
場
で
働
く
す
べ
て
の
職
員
の

皆
さ
ん
に
お
い
て
、
健
康
で
定

年
ま
で
働
き
続
け
る
こ
と
の
で

き
る
職
場
を
め
ざ
し
て
、
と
も

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

都
本
部
は
、
2
0
2
3
年
9
月
の
第
49
回
中
央
委
員
会
に
お
い
て
自
治
労
組
織
参
議
院
議
員

の
「
岸
ま
き
こ
」
さ
ん
を
2
0
2
5
年
に
行
わ
れ
る
第
27
回
参
議
院
議
員
選
挙
の
組
織
内
候
補

予
定
者
と
し
て
推
薦
決
定
し
ま
し
た
。
都
本
部
に
は
職
域
や
年
齢
な
ど
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
で
情

報
を
共
有
し
合
う
補
助
組
織
（
評
議
会
な
ど
）
が
存
在
し
ま
す
。
本
連
載
で
は
各
組
織
代
表
者

の
皆
さ
ん
か
ら
、
働
く
上
で
の
課
題
と
各
組
織
の
取
り
組
み
紹
介
と
と
も
に
、
な
ぜ
私
た
ち
の

声
を
国
政
に
届
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。
第
4
回
は

衛
生
医
療
評
議
会
議
長
の
比
留
間
俊
也
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

衛生医療評議会
ひ る ま とし や

議長 比留間 俊也
日野市職員組合
執行委員長

監
督
：

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
モ
ン
テ
ベ
ル
デ
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